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●議会報告会の概要 

開 催 日 時 
令和７年２月２日（日） 

午後１時30分～午後３時40分 

開 催 場 所 コミュニティセンター・大集会室 

出 席 者 

＜議 員＞ 

吉野 正浩 議長、 松本 幾雄 副議長、 

上野 葉月、 瀬上 邦久、 阿部 弘明、 西宮 俊明、 

北堀 一廣、 小澤 実、  赤沼 正副、 原 徹、 

谷嶋 稔、  中西 文寿、 内田 敏雄、 井上 章 
 

＜事務局＞  

岩附 局長、宮島 主任 

欠 席 者  なし 

役 割 分 担 

＜司会進行者＞ 瀬上 邦久 議会運営委員会委員長 

＜報 告 者＞ 下記報告会概要参照 

＜記 録 者＞ 原 徹、井上 章 

参 加 者 30名（町職員１人） 

報告会概要 

１ 開  会  松本幾雄 副議長 

２ 挨  拶  代表者 吉野 正浩 議長 

３ 議員紹介  自己紹介（総務→文教の順） 

４ 議会報告  パワーポイントの資料により説明 

(1) 議会運営委員会       報告者 西宮 俊明 副委員長 

 (2) 総務経済建設常任委員会   報告者 内田 敏雄 委員長 

 (3) 文教厚生常任委員会     報告者 小澤 実   委員長 

 (4) 議会広報発行対策特別委員会 報告者 阿部 弘明 委員長 

        ※PC操作 原則、各副委員長。議運は赤沼委員 

～休憩10分～ 

５ 意見交換  座長 吉野 正浩 議長 

６ 閉  会  瀬上 邦久 

添 付 資 料 
①  意見交換会 ･････････････････････ Ｐ18 

②  アンケート集計結果 ･････････････ Ｐ21 
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議 会 運 営 委 員 会 活 動 報 告 

・所管の事務 

① 議会の運営 

② 会議規則、委員会条例等 

③ 議長の諮問 

 

・主な活動内容 

・年４回の議会定例会、臨時会の会期の決定等、審議・決定 

 ・議長の諮問事項に対し、調査研究し答申 

 ・他自治体議会からの行政視察の受け入れ等 

 ・議会運営上必要とされる知識・見聞を広めるための研修調査を行う等 

 

・滑川町議会基本条例の特色 

 ・町長等への反問権の付与 

  ※会議等に出席している説明員は、質問などの主旨を確認するため、議長

または委員長の許可を得て質問者に対し反問することができる。 

 ・滑川町議会報告会の開催 

  ※滑川町議会報告会実施要綱の制定（H28.4.1 施行） 

 ・災害等発生時の議会の対応の明確化 

  ※滑川町議会災害対策会議設置要綱の制定（H28.4.1 施行） 

   議会は災害時には滑川町議会対策会議を設置することができる。 

 

・令和６年度の主な活動 

 ・令和６年５月 28 日 

  第 241 回滑川町議会定例会の運営について協議 

 ・令和６年７月 18 日 

  第 242 回滑川町議会臨時会の運営について協議 

 ・令和６年８月 26 日 

  第 243 回滑川町議会定例会の運営について協議 

 ・令和６年 11 月 26 日 

  第 244 回滑川町議会定例会の運営について協議 

 ・令和７年２月 25 日（予定） 

  第 245 回滑川町議会定例会の運営について協議 
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・第９回議会報告会の準備 

 ・令和６年 11 月 26 日（金） 

  議会運営委員会を開催し、第９回議会報告会全般について検討 

 ・令和６年 12 月５日（木） 

  全員協議会を開催し、開催日時及び準備スケジュール等詳細を決定 

 ・令和７年１月 14 日（火） 

  全員協議会を開催し、第９回議会報告会予行演習 

 

・議会改革の今後の課題 

・議会運営の工夫点に関する検証・調査・研修についての必要性 

① 情報公開の充実（音声配信から動画配信に向けて） 

② 議会報告会の継続実施 

③ 一般質問での形態についての検討を継続（令和５年９月定例会から 

一般質問席を議員席側から演台に移動） 

④ 議会改革（開かれた議会づくり・議会のペーパーレス化等）のさらなる

実現を目指しての調査、研究の強化 
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総務経済建設常任委員会 所管事務 

 

所管の課・局 主な事務 

総務政策課 
情報公開・自治振興・消防・防災・交通安全・ 

総合振興計画・財政 

税務課 個人住民税・法人住民税・固定資産税・軽自動車税 

産業振興課 

農業委員会 
農林業・商工業・観光・土地改良・農地の賃借・農地転用 

建設課 道路・橋梁・河川・都市計画・建築・開発 

町民保険課 戸籍 

会計課 収入及び支出・決算 

上下水道課 
水道用水の供給・施設工事・公共下水道・農業集落排水・ 

浄化槽 

議会事務局 定例会・臨時会・請願書等の受理・議会傍聴・監査事務 
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総 務 経 済 建 設 常 任 委 員 会 

第 1 回協議会 

・年間計画の策定 

令和６年５月 20 日、総務経済建設常任委員会の年間計画を策定しました。 

 

年間計画 

実施日 会 議 事業内容 

５月 20 日 第１回 ○年間活動計画策定 

７月 29 日 第２回 
○埼玉県危機管理防災部 

防災航空センターの視察 

８月 20 日 

～21 日 

 

○県外合同所管事務調査 

・茨城県久慈郡大子町 

 森林環境譲与税の活用とまちづくりについて 

 防災拠点の一つとしての新庁舎の視察 

・茨城県つくば市 

 「食と農の科学館」の視察 

10 月 29 日 第３回 

〇道路改良工事等の視察 

・道路改良工事、路肩の修復工事の現場及び 

 水道管鋼管工事視察 

・天神沼埋立残土処分場の視察 

11 月 18 日 第４回 

〇ときがわ町 

・森林環境譲与税の活用とまちづくりについて意見交換 

・ときがわ町議場の動画配信システムの視察 

令和７年 

２月予定 
第５回 

○農村地域防災減災事業の進行調査 

 （ため池、灌漑用羽尾平堰） 
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第２回協議会 

・埼玉県防災航空センター 視察 

 

埼玉県では平成２年度防災ヘリコプターを導入し、防災航空隊を発足させた。

平成 17 年に「埼玉県防災航空センター（防災航空隊）」として危機管理体制の

充実強化を図った。県と市町村と民間の三者一体による管理運営方式をとって

いる。 

  

埼玉県防災航空センターにて   埼玉県防災ヘリコプターあらかわ３号を見学 

 

 

救助用資機材の説明を隊員より受ける 
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第３回協議会 

道路改良工事及び路肩の修復工事の現場視察【建設課】 

・月輪流末排水路修繕等工事（月輪地区） 

・町道 166 号線舗装修繕工事（みなみ野地区） 

 

水道管交換工事視察【上下水道課】 

 ・町道 102 号線配水管布設替工事（月輪地区） 

 ・天神沼埋立て残土処分場（月輪地区） 

 

    
流末排水路修繕等工事            配水管布設替工事 
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第４回協議会 

・ときがわ町行政視察 

ときがわ町では令和５年度に森林環境譲与税 900 万円を活用してまちづく

りに活用していた。 

富士見市と森林整備に関する協定を締結して事業を行っている。 

森林環境譲与税を活用して森林を所有するときがわ町とカーボンオフセット

事業を通じて自治体交流を実施している。 

 

 
ときがわ町役場第二庁舎にて 

 

  

ときがわ町の「木つみ木」、ヒノキ玉 

 

第５回協議会 

・２月 28 日（予定） 

農村地域防災減災事業の進行調査（ため池、灌漑用羽尾平堰） 
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文教厚生常任委員会 所管事務 

 

所管の課・局 主な事務 

町民保険課 国民年金・国民健康保険・後期高齢者医療保険 

福祉課 
生活保護・障害者福祉・児童福祉・子ども家庭総合支

援拠点・精神保健 

高齢介護課 高齢者福祉・地域包括支援センター・介護保険 

健康づくり課 

（保健センター） 
母子保健・予防接種・感染症・健康づくり・栄養指導 

環 境 課 環境保全・公害防止・ごみ処理計画・埋立規制 

教育委員会事務局 
学校教育・生涯学習・生涯スポーツ・図書館・幼稚

園・文化財保護 
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文 教 厚 生 常 任 委 員 会 

第 1 回協議会 

・年間計画の策定 

令和６年５月 23 日、文教厚生常任委員会年間計画を策定しました。 

 

年間計画 

実施日 会 議 事業内容 

５月 23 日 第１回 年間計画活動計画策定 

７月 22 日 

 

第２回 ○介護事業所、学童保育等の運営状況視察 

 ・ふれあい大笑庵グループホーム 

 ・地域子育て支援拠点わくわく太郎 

 ・第２学童わくわくクラブ 

８月 20 日 

～21 日 

 

○県外合同所管事務調査 

 ・茨城県小美玉市 

 「茨城県霞台厚生施設組合クリーンセンター

みらい」 

10 月 17 日 第３回 ○一般家庭ごみ等のリサイクル推進事業の視察 

 ・埼玉県環境整備センター（彩の国資源循環

工場、オリックス資源循環㈱、㈱エコ計

画） 

11 月５日 第４回 ○小中学校教育の現状と課題について視察 

・ALT を活用した授業の状況について 

（月の輪小学校） 

・ICT を活用した授業の状況について 

（滑川中学校） 
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令和７年 

1 月 17 日 

第５回 ○埼玉西部クリーンセンターの視察 
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第２回協議会 

・介護事業所、学童保育等の運営状況視察 

町内介護施設のふれあい大笑庵グループホームを視察した。 

  

ふれあい大笑庵       安心安全な入浴サービス提供の様子 

  

24 時間見守りセンサー付き介護ベッド 

 

 町内の子育て支援センター（わくわく太郎）の運営状況を視察した。 

 わくわく太郎職員から説明を受ける 
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第３回協議会 

・小中学校教育の現状と課題について 

 ALT を活用した授業の状況（視察先：月の輪小学校） 

 ALT とは… 外国語指導助手  “Assistant Language Teacher ” 

 

ICT を活用した授業の状況（視察先：滑川中学校） 

ICT とは… 情報通信技術 

“Information and Communication Technology” 

 

 

第５回協議会 

・埼玉西部クリーンセンター（埼玉西部環境保全組合）視察 

 

埼玉西部クリーンセンター（鳩山町内） 
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総 務 経 済 建 設 ・ 文 教 厚 生 常 任 委 員 会  

合 同 所 管 事 務 調 査 

 

・１日目 茨城県
いばらきけん

久慈郡
く じ ぐ ん

大子町
だ い ご ま ち

 

 茨城県の北西の端で、北は福島県、西は栃木県に隣接している。総面積は

325.76㎢で県全体の 20 分の１を占める広大な町で面積の 80％を山岳地が占

めている。 

人口は、令和２年の国勢調査で 15,736 人、世帯数 6,356 で人口減少に苦

慮しているようである。 

大子町は、袋田の滝や八溝山や男体山、久慈川の清流、奥久慈温泉郷などの

観光資源が豊富であり、米、茶、りんご、軍鶏（しゃも）等の多くの特産物に

恵まれて年間 120 万人の観光客が訪れる県内有数の観光地となっている。 

大子町では人工林面積が多いことから茨城県で最も多くの森林環境譲与税が

配分され、令和６年には約６億円が配分されていて、この譲与税を効果的に活

用して森林整備、人材育成、木材利用・普及啓発を行っていた。 

町庁舎は純木造を特色とし、地元産の木材、大子漆を用いて、庁舎そのもの

が大子町の魅力を発信する作りとなっていた。 

   

地元産の木材を用いて建てられた役場庁舎 

 

大子町職員より森林環境譲与税を 

活用した取り組みについて説明を受ける 
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・２日目① 茨城県霞台厚生施設組合クリーンセンターみらい 

霞台厚生施設組合クリーンセンターみらいは、４市町、人口 19 万１千人分

のゴミを焼却する施設であり、１日に最大 215ｔ焼却可能な設備を有する。 

ゴミを焼却した熱を利用して発電を行い、１日の平均で一般家庭の約１万２

８００世帯分の電力供給が可能である。 

また、余熱利用で発電する「地域還元施設みらい交流館」という温泉施設を

併設している。 

 

  

 

 

 

・２日目② 茨城県つくば市の「食と農の科学館」の視察 

食と農の科学館は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構（通

称：農研機構）をはじめとする農林水産研究を行う国立研究開発法人の成果や

農業技術の発展の歴史などを紹介している施設。 

研究成果など日本の農業と食に関連した新しい研究成果や技術を説明したパ

ネルや模型などを展示していた。農産物がどのように生み出されたものなの

か、日々進歩する農業技術、美味しく体にも良い機能性の新品種の紹介など、

食や農業に関する学びの機会を提供している。 

農研機構は、我が国の農業と職員産業の発展のため、基礎から応用まで幅広

い分野で研究開発を行っている機関で農業・食品産業を、科学技術の面から目

指すべき姿の実現を勧め、持続的な農業の実現及び地方創生、ひいては SDGs

の達成に貢献している組織である。 

クリーンセンターみらい 

施設の状況説明を受ける様子 

食と農の科学館 
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議 会 広 報 発 行 対 策 特 別 委 員 会 

 

・議会広報誌「なめがわ議会だより」の編集を７人の委員で行っている。 

・議会ごとに発行 ３月議会→５月号、６月議会→８月号、 

         ９月議会→11 月号、12 月議会→２月号 

・年４回、各月１日発行 

・初刊 昭和 61 年５月 

・発行号数 156 号（令和７年２月発行分まで） 

・行政区を通じて、5,900 部を全戸配布 

 

下記の場所でも入手できます。 

森林公園駅、つきのわ駅、福田郵便局、月輪簡易郵便局、 

コミュニティセンター 

・紙面の内容 

３月議会 新年度予算の審査（町のお金の使い方を決定） 

９月議会 前年度決算の審査（お金がどう使われたか審査） 

６月・12 月議会 補正予算等の議案審議 

各議会 

議員の一般質問 

・町の行政全般にわたって質問し見解・説明等を

求めるもの 

・一人質疑・答弁を含め５０分の持ち時間 

委員会 所管事務調査の報告 

その他 請願審査の結果報告 
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・編集作業の内容 

① 第１回委員会 

 議会前に議会後の編集担当や編集日程の決定 

《議会》 

《議会後約一週間》 

 発言者は事務局が録音した音源をもとに原稿を作成 

②第２回委員会 

 原稿をもとに編集作業→印刷会社へ編集した原稿を送る 

③第３回委員会 

 印刷会社からの校正刷りを確認→印刷会社へ 

④第４回委員会 

 再度、校正刷りの確認 

⑤第５回委員会 

 最終チェック・校了→印刷へ 

 

・11 月 11 日 松島町議会広報公聴常任委員会からの視察 

松島町・滑川町の双方の議会だよりを見ながら、質疑・意見交換をしました。 

 

内容（やりとりがあった質疑等から抜粋・まとめ） 

①表紙の写真は、町の催しなどから委員長が主題を決めて撮影したもの 

②裏表紙の「住民からの声」欄に文を書いてくれる方を探すのは簡単ではない

状況 

③記事には文字制限がある。短くまとめることで、わかりにくくなったり意味

が変わったりしないように配慮している。 

④滑川町の議会だよりに載っている表は、議員が作成したもの 

⑤滑川町議会では、タブレット・パソコンは導入されていない 

⑥松島町の議案審議の記事には質問者（議員）と回答者（課長など）の名前が

載っている 
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意見交換会 

第２部の意見交換会では、参加された町民の皆様から貴重なご意見、ご

質問をいただきました。 

誠にありがとうございました。 

頂いたご意見、ご質問を今後の議会活動に活かして参ります。 

以下にご紹介させていただきます。 

 

住民意見 議会返答 

議会だよりはカラーになって良い。 

住民の声というコーナーもできて素晴らし

い。 

議案審議にどの議員が賛成、反対か載ってい

て良いが、 

表紙に請願審査、陳情審査の結果というのが

大きく載っているのはなぜか 

委員長の責任で作成している。議会にどんな

請願が出て結果がどうなったか関心があると

思うのでこのようになっている。 

議会広報発行対策特別委員会においても掲載

については検討していく 

請願が採択されたのか否決されたのか探すの

が大変なので表紙にあるとわかりやすくて良

い。 

 

昨年９月議会で、大きな水害が来るとは限ら

ない、水が引いてから避難をとの回答が執行

部からあったが、国は水害は増加傾向で避難

行動は浸水前にと言っているが、この矛盾を

議会・行政はどう考えているか 

議会では災害対応の勉強中。昨年も勉強会を

開催した。今後、検討を重ね考え方をまとめ

て執行部に意見を述べることも検討中。 

昨年、高速道路下のアンダーパスが水没した

が、その後対策を行っていないのではない

か。対策を行っていれば昨年のみなみ野の浸

水・通行止めの被害はなかったのではないか 

町でも短期間で出来る対応はしていると議会

で答弁があった。昨年８月の雨は都市計画で

想定している降雨強度を大きく超えていて、

その場合一時的に街中に内水氾濫が生じてし

まうことは避けられない。 

避難は命を守るために行うもので自宅から避

難所へ行けば良いというものではない。 

町でも床上浸水した月の輪地区への対策を出

来るところから早急に対応し始めている。 
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議会としてもしっかり勉強し執行部に対して

質疑をしながら対策を考えていきたい。 

議会の情報公開の充実に関して、昨年の議会

報告会で動画配信の要望が出たと思うが、１

年経っても進んでいない。県内の動画配信の

導入率は 75％で滑川町は音声配信のみで遅

れている。なぜ動画配信は進まないのか。 

議会としても要望しているが、予算の面が一

番の要因と考える。 

２年前の新聞記事で、八潮市は動画配信に移

行するにあたり 167 万円の予算を計上した

とあった。それほど多額と思えない。なるべ

く早期に導入願いたい。 

 

ＡＬＴはいつからどれくらい導入されている

か。 

ＡＬＴは全ての学校に配置されていて、小学

校では 5・6 年生の英語の授業に入ってお

り、1 年生から不定期に入っている。中学校

にも配置されている。 

ＡＬＴへの教員や生徒の満足度は？ 持ち帰って回答したい 

議会中継はユーチューブを使えば費用もかか

らないし、逆にお金ももらえる。嵐山町では

ユーチューブ配信を行っている。 

動画の配信だけなら簡単だが前提となるカメ

ラ等の設備に費用がかかる。ユーチューブの

配信については、議会として公式に配信する

には、スマートホンで撮った映像を簡単に流

せば良いとはいかない。他の自治体でどのよ

うに行っているかという点も含めて勉強中と

言うことで理解いただきたい。 

今日の議会報告会開催会の周知はどのように

行ったのか 

町の広報紙及び各戸回覧を行った 

文教厚生常任委員会の報告で埼玉西部クリー

ンセンターでは売電でかなりの収益を上げて

いるとのことだったが、それはどのように還

元されているのか。 

またそのようなものを滑川町独自で造る考え

はないのか。 

 

ゴミの分別が細かくて大変なのでそれも解消

できないか。 

売電収入は埼玉西部クリーンセンターの収入

として運営に使われているので住民に直接還

元されるのではない。 

町では小川地区衛生組合としてオリックス資

源循環(株)に燃えるごみの処理を委託してお

り、７年後の契約満了に備え、その後の処理

方策を検討している。 

ゴミの分別は、ゴミの全体量を減らしていこ

う、リサイクルも進めようと言うことで行わ

れており、お陰様でゴミの量も抑えられてい

る。分別自体は処理の委託先が変わってもそ

れほど変わらない。 

ゴミの分別についてはもっと分かりやすいよ  
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うに周知していただきたい 

以前、議会報告会を２カ所に分けてやってい

た時もあり参加者もたくさんいた。選挙の投

票率も下がっている。議会の一般質問も増え

て嬉しいことだが、住民がもっと議会に関心

を持って報告会への参加率を上げるための取

り組みが必要と考えるがいかがか 

もっと多くの町民の方々に来ていただけるよ

う努力したい 

滑川町に来て 50 年ほどになるが、スクール

バスの導入、ゴミ収集の改善、下水道も入る

などだんだん良くなってきた。今後さらにこ

の町を裕福にして良くするために、町民がた

だお願いするだけではなく自分の出来ること

からやれるようになると良いと思う。 

ありがとうございます。 

住民の方々自らそういった考え方でやってい

ただくと行政も議会もありがたい。 

では、どういったことが私たち住民に出来る

か、具体的なお考えをうかがえるとありがた

い 

具体的な取り組み 

・歩道周辺の草取りを自宅の庭と思ってやっ

ている 

・公園の草取りも個人的にやっている人もい

る 

昨年の豪雨でも配水のためのグレーチング蓋

にゴミが詰まって内水氾濫が起きた面もある

ので、皆様の日々ゴミステーションを綺麗に

保つとかのご協力が町のためになると考え

る。また登下校のスクールボランティアの

方々は毎朝番、安全な登下校を守っていただ

いている。 

これらの素晴らしい取り組みが町の発展につ

ながっていると考えている。 

 議会は議会として行政のチェックを行ってい

るが、住民の皆さんももっと声を上げていた

だきたい。 

町役場に町民の声を受け付けるための箱は置

いていないのか 

電子メールで出して貰うためのＱＲコードの

案内が「広報なめがわ」や「議会だより」に

あるが箱はないので町に伝える。 

議会報告会で議員の方々と意見交換できるの

はありがたいが、一方、執行部との対話のよ

うなものはない。執行部と町民が直接対話す

るような機会を積極的に設けて貰えるよう伝

えて欲しい 

その旨お伝えします。 
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① アンケート集計結果 
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問１ あなたの年齢は 

 

 

問２ あなたの性別は 

 

 

問３ あなたのお住まいの地域は（行政区は） 

 

 

 

 

 

◆ 年齢 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

20歳未満 0 0.0

20歳代 0 0.0

30歳代 0 0.0

40歳代 1 1 2 7 .1

50歳代 1 1 2 7 .1

60歳代 1 1 1 1 1 1 6 21 .4

70歳以上 1 1 1 3 1 4 1 5 1 18 64 .3

無回答 0 0.0

計 2 2 0 1 0 1 1 3 3 1 0 5 2 0 6 1 28 100 .0

計

◆ 性別 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

男 2 2 1 3 1 1 5 1 2 1 19 67 .9

女 1 1 2 1 4 9 32 .1

回答を希望しない 0 0.0

無回答

計 2 2 0 1 0 1 1 3 3 1 0 5 2 0 6 1 28 100 .0

計

◆ あなたのお住まいの地域は（行政区は）

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

回答者数（人） 2 2 1 1 1 3 3 1 5 2 6 1

割合(％) 7.1 7.1 0.0 3.6 0.0 3.6 3.6 10.7 10.7 3.6 0.0 17.9 7.1 0.0 21.4 3.6

計

28
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問４ 議会報告会の開催を何でお知りになりましたか。 

 

 

問５ 本日の議会報告会の進行・内容は 

 

 

問６ 配布資料について 

 

 

 

 

◆ 議会報告会の開催を何でお知りになりましたか。（複数回答） 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

町のホームページ 0 0.0

広報なめがわ 1 1 1 3 1 1 1 9 25 .0

回覧のチラシ 1 1 1 2 1 1 3 2 1 13 36 .1

滑川町公式LINE 1 2 1 4 11 .1

知人から誘われた
（もしくは聞いた）

1 2 1 4 11 .1

その他 2 1 2 5 13 .9

無回答 1 1 2.8

計 2 2 0 1 0 1 1 5 5 1 0 6 4 0 7 1 36 100 .0

計

◆ 本日の議会報告会の進行・内容は 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

良かった 1 1 2 2 3 1 1 11 39 .3

普通 1 1 1 1 1 2 1 5 13 46 .4

良くない、分かりにくい 2 1 3 10 .7

無回答 1 1 3.6

計 2 2 0 1 0 1 1 3 3 1 0 5 2 0 6 1 28 100 .0

計

◆ 配布資料について 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

良かった 1 1 1 1 2 3 2 2 1 14 50 .0

普通 1 1 1 1 3 1 4 12 42 .9

良くない、分かりにくい 1 1 3.6

無回答 1 1 3.6

計 2 2 0 1 0 1 1 3 3 1 0 5 2 0 6 1 28 100 .0

計
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問７ 意見交換の時間は 

 

 

問８ なめがわ議会だよりを読んでいますか。 

 
 

 

◇アンケート用紙の自由記載欄に書かれていたもの、議会報告 

会への意見としていただいたものを抜粋してご紹介致します。 

初めて参加したが、質問や答弁も理解できるものであった。 

意見交換について 

一部の「自分のことしか理解出来ない人」が繰り返し発言することは不

愉快で他の参加者には迷惑極まりない。 

１.参加者が少ないのが残念である。 

 選挙の投票率と同じで、関心を高める取り組みが必要ではないか。 

２.各種視察に対し、滑川に活かす方策はないのだろうか。 

報告会参加者の署名すること。 

議員は名札をつける。 

資料をカラーにすること。 

一番前の座席には机を置く事。 

ステージの上の議員説明テーブルが暗い。スポットライト 

◆ 意見交換の時間は 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

短かった 1 2 3 6 21 .4

ちょうど良かった 1 1 3 3 1 2 1 1 13 46 .4

長かった 0 0.0

無回答 1 1 1 1 1 1 2 1 9 32 .1

計 2 2 0 1 0 1 1 3 3 1 0 5 2 0 6 1 28 100 .0

計

◆ なめがわ議会だよりを読んでいますか 計(人) 割合(％)

行政区
下
福
田

上
福
田

山
田

土
塩

和
泉
･

　
菅
田

中
尾

伊
古

水
房

月
輪

都
六
軒

羽
一

羽
二

羽
三

み
な
み
野

・
十
三
塚

町
外

毎回読んでいる 2 2 1 1 1 3 2 3 1 4 20 71 .4

時々読んでいる 1 1 2 1 2 7 25 .0

読んでいない 1 1 3.6

計 2 2 0 1 0 1 1 3 3 1 0 5 2 0 6 1 28 100 .0

計
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議事の進め方が偏っているのではないか。一般町民の声が出ているのを

取り上げないのは不公平。区長関連を優先するのは不公平です。 

今回は、議員、町民ともに話し合いが出来て良かった。 

滑川町の災害、犯罪が少しでも少なくなるよう、期待します。 

この報告会を通じて、議会の活動を把握したいと思いますので、継続し

て欲しい。 

＜配布資料にもっと工夫を＞ 

視察等々について何がどう参考になったのか？ 

滑川町にどういう課題があるのか？ 

もう少しわかりやすい資料作りをお願いしたい。 

＜報告、説明について＞ 

もう少し、深堀りした報告が聞きたい。 

阿部議員の請願権の話を分かりやすかった。 

個人の考え方は違うと思いますが、どういう考え方で動いているのか、

単純な報告だけでなくて、どうのようにしていくのかの意見があった方が

いいと思う。 

①参加者の少なさ。町政に関心を持たない人が多いためか、報告会の内

容のためか。 

②資料には内容（数字とか、特徴などを記して欲しい。写真はなくても

（スライドもあるので）大事な情報を記して欲しい。 

③各委員会の活動内容はそれなりに見えてくるが、町議会の動きの特徴

や、今町の課題が何なのか、それに向けてどう動いているのかなど、全く

見えてこない報告会だ。毎年同じようでは、参加者が少なくなるのでは。 

滑川町独自のクリーン施設を作ってほしい 

説明が短時間のためか、駆け足のため、わかりにくい感じがする。 

洪水対策して欲しいと言うと、予算がないと言われる。優先順位がおか

しい。 

災害が多くなってきている時代、町民の安全な生活を守るために、町税

は優先順位の高い物に税金を使用してもらいたい。 

滑川町の現状が少し理解できた。 

避難所が一局集中し、場所が不適切なので⇒解決策がない。検討する。 

議会の動画配信について進行していない。⇒今後検討する。 

クリーンセンター建設について⇒収益がある方策は。７年後施設がなく

なる。 

売電⇒１億８千万円 

地域で町を良くする考えが必要。 

  貴重なご意見を誠にありがとうございました。 


